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既存薬のターゲットとなっていない分子NAT10

NAT10:
The protein encoded by this gene is an RNA cytidine 
acetyltransferase involved in histone acetylation, tRNA 
acetylation, the biosynthesis of 18S rRNA, and the 
enhancement of nuclear architecture and chromatin 
organization. [provided by RefSeq, Oct 2016]

RNAの安定化にかかわる分子で、AIにより原
因性と判別されている。
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NAT10に関する文献

2020年1月31日：Preprint

NAT10（シチジンをアセチル化する酵素）に関する文献。
NAT10によってもたらされたRNA安定性がHIVの遺伝子の発現を促進する
ことが報告されている。



© FRONTEO, Inc. 2020  Proprietary and Confidential 4

NAT10の減少がウイルスの増殖を抑える可能性

NAT10阻害剤が作られれば、ウイルスの増殖を抑制できる可能
性がある

NAT10の発現の減少は、同時にウイルスのRNAにおけるac4Cの減少を伴
い、それによってウイルスのRNAが不安定になり、ウイルスのRNAの増殖
が抑えられる。
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次回予告

FRONTEO
～COMBAT COVID-19～

⑦探索結果（３） 新しい抗ウイルス剤の可能性
（MUTYH）
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